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ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ
、
と
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
が
進

む
交
通
広
告
。
駅
・
車
両
に
設
置
し
て
い

る
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
関
連
の
売
上
は
、

過
去
５
年
間
で
倍
以
上
と
な
り
、
東
京
メ

ト
ロ
交
通
広
告
媒
体
年
間
売
上
の
媒
体
構

成
比
で
も
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
売

上
が
全
体
の
30
％
以
上
を
占
め
る
ま
で
伸

び
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
中
づ
り
広

告
や
ま
ど
上
広
告
な
ど
、
車
両
媒
体
と
同

等
の
数
値
と
な
っ
て
お
り
、
デ
ジ
タ
ル
サ

イ
ネ
ー
ジ
の
急
速
な
成
長
を
見
て
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
２
０
１
８
年
度
、
東
京

メ
ト
ロ
で
も
駅
構
内
縦
型
サ
イ
ネ
ー
ジ
の

設
置
面
数
は
、
２
０
１
４
年
度
の
約
３
倍

に
も
な
る
５
０
０
面
以
上
が
導
入
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
こ
１
年
で
は
位
置
情
報
を
活
用
し
た

Ｏ
Ｏ
Ｈ
向
け
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
や
、
デ

ジ
タ
ル
や
Ｉ
Ｔ
事
業
者
も
本
格
的
に
Ｏ
Ｏ

Ｈ
業
界
に
参
入
す
る
動
き
も
顕
在
化
し
て

き
て
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
進
化
が
著
し
い
状
況
の
中
で
、
媒
体

価
値
を
支
え
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
領
域
に

フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
２
０
１
７
年
に
実
現
し

た
メ
ト
ロ
ア
ド
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ア
ワ
ー

ド
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
と
の
掛
け
合

わ
せ
や
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
が
進
む

中
だ
か
ら
こ
そ
の
リ
ア
ル
な
表
現
な
ど
、

早
く
も
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
が
芽
生
え
た

２
０
１
７
年
に
引
き
続
き
、
２
０
１
８
年

も
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
を
し
て
メ
ト
ロ

ア
ド
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ア
ワ
ー
ド
を
開
催

し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
新
し
い
Ｏ
Ｏ
Ｈ
・
交
通
広
告
を
創
造
す
る
。

『
Ｍ
ｅ
ｔ
ｒ
ｏ 

Ａ
ｄ 

Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ 

Ａ
ｗ
ａ
ｒ
ｄ 

２
０
１
８
』

株
式
会
社
メ
ト
ロ 

ア
ド 

エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

媒
体
本
部 

媒
体
戦
略
局 

戦
略
企
画
部

鈴
木
　
美
緒

デザイン・クリエイティブ部門グランプリ作品

東
京
メ
ト
ロ
の
交
通
メ
デ
ィ
ア
を
最
大
限
に
活
用
し
、
新
た
な
価
値
を

生
み
出
す
表
現
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
集
す
る
広
告
賞
を
開
催

ギャラリートレイン全体
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こ
れ
か
ら
の
新
し
い
Ｏ
Ｏ
Ｈ
・
交
通

広
告
を
創
造
す
る『
Ｍ
ｅ
ｔ
ｒ
ｏ 

Ａ
ｄ 

Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ 

Ａ
ｗ
ａ
ｒ
ｄ
』

　
『
Ｍｅ
ｔ
ｒ
ｏ 

Ａ
ｄ 

Ｃｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｉｖ
ｅ 

Ａｗ

ａ
ｒ
ｄ
』（
通
称
：
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ａ
／
マ
カ
）
は
、

株
式
会
社
宣
伝
会
議
協
力
の
も
と
株
式
会

社
メ
ト
ロ 

ア
ド 

エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
主
催
に

て
協
賛
企
業
か
ら
出
さ
れ
た
課
題
に
対
し

て
「
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
部
門
」
と
「
デ
ザ
イ

ン
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
部
門
」
の
２
部
門

で
広
く
企
画
ア
イ
デ
ィ
ア
、ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
し
た
。

　
「
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
部
門
」
で
は
、
こ
こ
数

年
、“
リ
ア
ル
な
体
験
が
で
き
る
場
”
と

し
て
認
知
さ
れ
、
多
く
の
新
し
い
展
開
が

生
ま
れ
る
新
宿
メ
ト
ロ
ス
ー
パ
ー
プ
レ
ミ

ア
ム
セ
ッ
ト
を
活
用
す
る
こ
と
を
条
件
と

し
て
、
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
株
式
会
社
、
日

本
コ
カ
・
コ
ー
ラ
株
式
会
社
、
ハ
ウ
ス
食

品
株
式
会
社
、
富
士
フ
イ
ル
ム
株
式
会
社

（
順
不
同
）
の
４
社
か
ら
の
課
題
が
提
示

さ
れ
ま
し
た
。「
デ
ザ
イ
ン
・
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
部
門
」
は
中
づ
り
ポ
ス
タ
ー
、
も

し
く
は
駅
構
内
縦
型
サ
イ
ネ
ー
ジ
（M

etro 
Concourse V

ision

）
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
作
品
を
株
式
会
社
東
京
個
別
指
導
学
院
、

大
王
製
紙
株
式
会
社
、
森
永
製
菓
株
式
会

社
、
カ
シ
オ
計
算
機
株
式
会
社
（
順
不
同
）

の
４
社
か
ら
提
示
さ
れ
た
課
題
に
こ
た
え

る
形
で
募
集
し
ま
し
た
。
応
募
数
は
前
回

か
ら
１
・
４
倍
も
増
え
、
数
多
く
の
作
品

を
ご
応
募
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

応
募
さ
れ
た
作
品
は
、
業
界
屈
指
の
ト
ッ

プ
ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
は
じ
め
、
各
協
賛
ス

ポ
ン
サ
ー
、
そ
し
て
主
催
者
の
厳
正
な
審

査
に
よ
り
選
出
さ
れ
ま
す
。
ど
の
作
品
も

中
づ
り
な
ら
で
は
、
駅
な
ら
で
は
、
と
い
っ

た
、各
媒
体
の
特
性
を
活
か
し
た
ア
イ
デ
ィ

ア
に
落
と
し
込
ま
れ
て
お
り
、
非
常
に
刺

激
的
な
出
会
い
の
数
々
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
か
ら
新
た
な
賞
と
し
て
25

歳
以
下
の
学
生
に
て
制
作
さ
れ
た
作
品
の

中
で
最
も
優
れ
た
作
品
を
選
出
す
る
「
学

生
部
門
賞
」
を
設
定
し
ま
し
た
。
学
生
部

門
賞
は
、
今
後
を
担
う
若
き
才
能
と
の
出

会
い
を
大
切
に
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら

新
設
さ
れ
た
賞
で
す
。
各
協
賛
課
題
を
み

て
も
、
若
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
課
題

も
多
く
、
よ
り
課
題
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
近

い
年
齢
層
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
作
品
に
注
目

が
集
ま
り
ま
し
た
。
学
生
な
ら
で
は
の
視

点
は
、
大
人
の
作
品
に
負
け
な
い
よ
う
な

ユ
ー
モ
ア
に
あ
ふ
れ
た
作
品
ば
か
り
で
し

た
。

受
賞
作
品
は
『
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
レ

イ
ン
』
と
し
て
銀
座
線
広
告
貸
切

電
車
に
て
走
行

　

他
の
広
告
賞
に
は
な
い
、
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ａ
の

一
番
の
魅
力
は
、
各
受
賞
作
品
を
展
示
し

た
『
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
レ
イ
ン
』
を
走
行
さ

せ
る
こ
と
で
す
。
第
２
回
開
催
の
締
め
く

く
り
と
し
て
、
５
月
初
旬
か
ら
約
２
週
間

に
渡
り
、
東
京
メ
ト
ロ
銀
座
線
１
編
成
を

使
用
し
た
広
告
貸
切
電
車
に
て
作
品
を
展

示
し
ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
中
づ
り
ポ
ス
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
特
殊
形
状
の
も
の
も
併
せ
て
す

べ
て
実
際
に
制
作
し
、
掲
出
し
て
い
ま

す
。“
実
現
性
”
と
い
っ
た
点
も
１
つ
の

審
査
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
設
定
し
て
い
ま

す
。
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
を
実
際
に
形

に
し
、
業
界
の
方
々
は
も
ち
ろ
ん
、
広

告
主
の
方
々
や
今
ま
で
広
告
を
な
ん
と

な
く
見
て
い
た
東
京
メ
ト
ロ
利
用
者
に
、

媒
体
や
広
告
の
魅
力
を
リ
ア
ル
に
表
現

で
き
る
こ
と
は
、
本
ア
ワ
ー
ド
の
重
要

な
意
義
で
す
。
こ
の
よ
う
な
コ
ン
セ
プ

ト
の
も
と
、
２
０
１
９
年
も
第
３
回
の

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
や
雑
誌
だ
け
で
は
な
く
、
モ

バ
イ
ル
を
は
じ
め
と
し
た
多
様
な
メ

デ
ィ
ア
へ
の
接
触
が
当
た
り
前
の
時
代

で
あ
り
、
今
後
様
々
な
タ
ッ
チ
ポ
イ
ン

ト
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
、
統

合
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
須

と
な
っ
て
き
ま
す
。
東
京
メ
ト
ロ
で
も

今
ま
で
以
上
に
こ
だ
わ
り
を
も
ち
、
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
力
で
こ
こ
だ
け
、
今
だ

け
、
あ
な
た
だ
け
の
、
よ
り
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
向
け
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
進

化
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
力
に
加
え
、
Ｏ
Ｏ
Ｈ
・

交
通
広
告
だ
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
る
リ

ア
ル
な
表
現
や
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ア
イ

デ
ィ
ア
の
力
の
融
合
が
、
今
後
の
業
界

の
発
展
に
繋
が
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

プランニング部門グランプリ　日本コカ・コーラ株式会社「15ｍ走自販機」

グ
ラ
ン
プ
リ
は

日
本
コ
カ
・
コ
ー
ラ
株
式
会
社

「
15
ｍ
走
自
販
機
」

〈
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
部
門
〉

森
永
製
菓
株
式
会
社

「
大
き
な
キ
ョ
ロ
ち
ゃ
ん
」

〈
デ
ザ
イ
ン
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
部
門
〉
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デザイン・クリエイティブ部門グランプリ　
森永製菓株式会社
「大きなキョロちゃん」

    

贈
賞
式
を
開
催

　

３
月
14
日（
木
）
に
渋
谷
Ｔ
Ｒ
Ｕ
Ｎ
Ｋ 

Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
に
て
贈
賞
式
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
受
賞
者
の
方
々
を
は
じ
め
、

審
査
員
、
協
賛
ス
ポ
ン
サ
ー
、
そ
し
て
日

頃
東
京
メ
ト
ロ
の
交
通
広
告
に
関
わ
る
多

く
の
広
告
会
社
の
方
々
に
も
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ユ
ー
モ
ア
に
溢
れ
た
受
賞
者

の
方
々
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
は
、
会
場
を
大

い
に
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

贈賞式会場内に設置された撮影ブース

デザイン・クリエイティブ部門メトロアド賞受賞者
（右）と肥後謙一社長（左）

●
主
催

株
式
会
社
メ
ト
ロ 

ア
ド 

エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

●
作
品
応
募

募
集
期
間
：

２
０
１
８
年
９
月
10
日
～
12
月
25
日

応
募
資
格
：
年
齢
・
職
業
・
国
籍
不
問

【プランニング部門】

木村健太郎　博報堂ケトル 共同 CEO エグゼクティブクリエ
イティブディレクター／博報堂 APAC co-CCO

佐藤カズ一　TBWA HAKUHODO エグゼクティブ・クリ
エイティブ・ディレクター

吉田宗平　　株式会社 THE・STANDARD 代表取締役／
プロデューサー／マーケティング・プランナー

八木義博　　電通 CDC 所属 クリエーティブディレクター
／アートディレクター

尾形真理子　株式会社 Tang コピーライター
／クリエイティブディレクター

渡辺潤平　　渡辺潤平社 コピーライター

【デザイン・クリエイティブ部門】

●審査員（敬称略）

活用メディア

特別課題に応える活用メディアの特性を
活かしたユニークなアイディア

【デザイン・クリエイティブ部門】

●募集内容

【プランニング部門】

新宿メトロスーパープレミアムセット

大和ハウス工業株式会社
日本コカ・コーラ株式会社
ハウス食品株式会社
富士フイルム株式会社

特別課題

特別課題に応える活用メディアの特性を
活かしたユニークな中づりポスター、
または駅デジタルサイネージ作品

株式会社東京個別指導学院
大王製紙株式会社
森永製菓株式会社
カシオ計算機株式会社

中づりポスター・駅デジタルサイネージ
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銀座線ギャラリートレイン

    
結
果
発
表

　

月
刊
「
販
促
会
議
」
お
よ
び

「
Ａ
ｄ
ｖ
ｅ
ｒ
Ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
ｓ
（
ア
ド

タ
イ
）」（
Ｗ
ｅ
ｂ
メ
デ
ィ
ア
）
お

よ
び
特
設
サ
イ
ト
に
て
発
表
。
入

選
作
品
を
銀
座
線
に
て
５
月
６
日

（
月
）
～
５
月
20
日（
月
）
の
２

週
間
に
渡
り
実
施
さ
れ
た
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ト
レ
イ
ン
に
展
示
し
ま
し
た
。
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「ゆこうよ湯の山『足湯列車』」
理事　柴田　裕子（近畿日本鉄道株式会社）

　
「
湯
に
揺
ら
れ
、
車
窓
流
る
る
旅
路
か
な
」

　

近
畿
日
本
鉄
道
の
沿
線
に
は
、
京
都
、
奈
良
、

伊
勢
志
摩
以
外
に
も
歴
史
・
文
化
・
自
然
あ
ふ

れ
る
観
光
地
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
当
社
で
は

エ
リ
ア
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
称
し
、
毎
年
沿
線
の

特
定
地
域
を
集
中
的
に
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
度
は
、
開
湯
１
３
０
０
年
を
迎

え
る
三
重
県
菰
野
町
「
湯
の
山
温
泉
」
地
域

を
、
菰こ

も
の
ち
ょ
う

野
町
や
御
在
所
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
と
と
も

に
、
エ
リ
ア
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
湯
１
３
０
０
年

「
ゆ
こ
う
よ
湯
の
山
」
を
展
開
し
ま
し
た
。
そ
の

中
の
目
玉
企
画
が
、
観
光
列
車
「
つ
ど
い
」
を

利
用
し
た
「
足
湯
列
車
」
で
す
。

　

観
光
列
車
「
つ
ど
い
」
は
、
２
０
１
３
年
の

伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
の
際
に
伊
勢
と
賢
島
を
結

ぶ
観
光
列
車
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
、
今
回
の
湯

の
山
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
機
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。

内
外
装
を
シ
ッ
ク
に
模
様
替
え
し
、
３
両
編
成

の
真
ん
中
車
両
に
足
湯
ス
ペ
ー
ス
を
２
カ
所
設

け
ま
し
た
。

　

４
人
一
度
に
楽
し
め
る
足
湯
の
湯
船
に
は
、

ろ
過
装
置
と

保
温
装
置
が

付
い
て
い
ま

す
。
ま
た
列

車
の
揺
れ
で

湯
が
こ
ぼ
れ

な
い
よ
う
に
、

試
行
錯
誤
の

結
果
、
湯
船

の
中
に
波
を

解
消
す
る
板

が
施
さ
れ
て

い
て
、
た
っ
ぷ
り
の
お
湯
を
楽
し
め
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

運
行
日
は
、
２
０
１
８
年
10
月
６
日
か
ら
２

０
１
９
年
２
月
24
日
ま
で
の
土
日
祝
（
一
部
除

く
）。
足
湯
列
車
の
料
金
は
、
乗
車
券
と
別
に
お

一
人
大
人
５
０
０
円
で
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
と
温

泉
入
浴
料
の
割
引
な
ど
の
特
典
が
つ
き
大
変
お

得
。
近
鉄
名
古
屋
駅
か
ら
湯
の
山
温
泉
駅
ま
で

の
１
時
間
15
分
程
度
を
往
復
し
ま
し
た
。
車
窓

か
ら
流
れ
る
雄
大
な
鈴
鹿
山
脈
。
大
自
然
を
眺

め
な
が
ら
の
足
湯
は
最
高
で
す
よ
。

　

そ
し
て
こ
の
お
湯
の
供
給
が
一
番
の
工
夫
の

し
ど
こ
ろ
。
運
行
当
日
朝
、
菰
野
町
役
場
の
皆

さ
ん
が
、
源
泉
か
ら
ポ
リ
タ
ン
ク
14
個
分
の
お

湯
を
運
搬
し
、
四
日
市
駅
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
か

ら
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
駅
３
階
の
ホ
ー
ム

ま
で
運
ん
で
足
湯
キ
ッ
ト
に
流
し
入
れ
、
そ
の

日
の
運
行
が
終
わ
れ
ば
お
湯
を
抜
く
と
い
う
人

海
戦
術
な
ん
で
す
。
ま
さ
に
地
元
と
鉄
道
が
一

体
と
な
っ
た
取
り
組
み
で
す
。

　

足
湯
は
お
一
人
10
分
間
の
入
替
制
で
す
が
十

分
ホ
カ
ホ
カ
温
ま
る
。
そ
し
て
、
菰
野
町
ス
タ

ッ
フ
皆
さ
ん
の
「
お
湯
加
減
は
い
か
が
で
す

か
？
」「
ど
ち
ら
か
ら
来
ら
れ
ま
し
た
か
？
」
の

お
声
が
け
が
列
車
内
に
広
が
る
。
三
重
県
に
は

日
本
酒
の
名
品
も
多
い
。
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト

で
出
さ
れ
た

銘
酒
３
品
飲

み
比
べ
が
菰

野
ば
ん
こ
焼

の
お
ち
ょ
こ

に
入
れ
て
頂

け
ま
す
。
飲

み
終
わ
っ
た

ら
そ
の
ま
ま

お
持
ち
帰
り

も
。

　

日
本
全
国

各
地
に
は
素
晴
ら
し
い
温
泉
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
日
本
中
で
足
湯
列
車
の
旅
が
で
き
る
と

い
い
で
す
ね
。

　
「
足
湯
列
車
」
は
、
こ
の
春
、
夏
と
一
旦
お
休

み
し
て
、
秋
に
向
け
て
再
稼
働
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
心
も
身
体
も
温
ま
る
「
足
湯
列
車
」。
皆

さ
ん
要
チ
ェ
ッ
ク
で
す
よ
。

次
回
も
お
楽
し
み
に
。

広 場

足湯

足湯列車カウンター

足湯湯船
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委
員
会
便
り

し
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
製
品
の
展
示
会
で
す
。
２
０

１
８
年
に
は
23
万
人
を
集
客
し
た
同
展
示

会
は
中
国
で
も
最
大
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
で
、

最
新
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
製
品
が
多
数
出
展

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
広
州
は
中
国
最
大
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
生
産
拠
点
で
あ
る

深
セ
ン
か
ら
近
い
こ
と
も
あ
り
、
数
十
社

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
製
品
が
一
堂
に
展
示
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
や
は
り
ト
レ
ン
ド
は
大
型
・

高
精
細
を
特
長
と
し
た
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で

し
た
。
数
㎜
ピ
ッ
チ
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
は

近
距
離
で
見
て
も
精
細
度
が
非
常
に
高
く
、

ま
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
製
品
は
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

に
比
べ
て
輝
度
や
寿
命
の
面
で
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
進

む
こ
と
に
よ
り
、
今
後
は
大
型
液
晶
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
（
70
～
90
イ
ン
チ
程
度
）
の
ロ

「
Ｉ
Ｓ
Ｌ
Ｅ
２
０
１
９
」　

展
示
概
要

　

２
０
１
９
年
３
月
３
～
６
日
に
広
州

Canton Fair Com
plex

で
開
催
さ
れ

た
「International Signs and LE

D
 

Exhibition

（
Ｉ
Ｓ
Ｌ
Ｅ
）」は
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
メ
ー

カ
ー
、
サ
ー
ビ
ス
ベ
ン
ダ
ー
、
広
告
会
社
、

そ
し
て
政
府
部
局
等
、
多
く
の
団
体
が
出

展
す
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
中
心
と

　

２
０
１
９
年
３
月
２
日（
土
）
～
４
日

（
月
）
に
か
け
て
、
中
国
広
州
市
で
開
催
さ

れ
た
大
規
模
な
Ｌ
Ｅ
Ｄ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の

展
示
会
「
Ｉ
Ｓ
Ｌ
Ｅ
２
０
１
９
」
に
お
い

て
セ
ミ
ナ
ー
の
依
頼
が
あ
り
、
あ
わ
せ
て

会
場
を
視
察
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
現
地
の
様
子
を
レ
ポ
ー
ト
致
し
ま
す
。展示会場

透過型 LEDディスプレイ

1.25mmピッチディスプレイ

3.8mmピッチディスプレイ

広
州
市
で
開
催
さ
れ
た

「
Ｉ
Ｓ
Ｌ
Ｅ
２
０
１
９
」
展
示
会
レ
ポ
ー
ト

技
術
開
発
委
員
会
　
山
本
　
孝

（
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画
）

技
術
開
発
委
員
会

タテ型スタンドタイプディスプレイ

１
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ケ
ー
シ
ョ
ン
ニ
ー
ズ
に
も
導
入
検
討
が
可

能
と
な
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
会
場

で
は
縦
型
等
の
非
定
型
の
も
の
や
半
透
過

タ
イ
プ
の
製
品
等
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
や
環
境
演
出

用
途
の
製
品
も
多
く
展
示
さ
れ
て
お
り
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
は
近
い
将
来
に
日

本
国
内
で
も
更
に
普
及
が
加

速
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

　

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
分

野
に
お
い
て
も
こ
こ
数
年
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
製
品
は
日
進
月
歩
で

新
製
品
が
開
発
さ
れ
て
い
ま

す
し
、
ロ
ー
コ
ス
ト
化
も
急

ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
ま
す
。

今
後
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
の
普
及
拡
大
を
視
野
に
入

れ
た
時
に
、
世
界
有
数
の
生

産
拠
点
で
あ
る
中
国
の
展
示

会
等
に
お
け
る
情
報
収
集
の

重
要
性
は
高
く
、
引
き
続
き
ウ
ォ
ッ
チ
す

べ
き
ジ
ャ
ン
ル
と
思
い
ま
し
た
。

　

な
お
来
年
の
「
Ｉ
Ｓ
Ｌ
Ｅ
２
０
２
０
」

は
会
場
を
深
セ
ン
に
変
え
、
規
模
を
拡
大

し
て
開
催
さ
れ
る
と
の
こ
と
、
興
味
の
あ

る
方
は
是
非
、
お
い
で
下
さ
い
。

テーマは「日本の交通広告における
デジタルサイネージのトレンド」

空港エリア内大型バナー

ISLE 事務局の皆さまと

セミナー会場

スタンドタイプ LEDディスプレイ

ＩＳＬＥ２０２０
　http://www.ledchina-gz.net/index.html
・期間：2020年2月24～27日
・会場：深セン国際会議展覧センター（新ホール）

広
州
空
港
・
Ｍ
Ｒ
Ｔ
の

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

　

今
回
の
ツ
ア
ー
で
会
場
へ
の
往
復
に
利

用
し
た
空
港
・
駅
等
の
交
通
広
告
も
あ
わ

せ
て
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

（
１
）
広
州
白
雲
国
際
空
港

　

広
州
空
港
は
中
国
国
内
で
は
北
京
・
上

海
に
次
ぐ
３
大
空
港
の
一
つ
で
、
２
０
０

４
年
に
現
在
の
規
模
と
な
っ
た
比
較
的
新

し
い
空
港
で
す
。
空
港
内
の
広
告
媒
体
は

他
の
空
港
同
様
に
大
型
コ
ル
ト
ン
や
バ

ナ
ー
も
あ
り
ま
し
た
が
、
特
徴
的
で
あ
っ

た
の
は
90
イ
ン
チ
程
度
の
ス
タ

ン
ド
型
Ｌ
Ｅ
Ｄ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

で
す
。
既
に
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
の
役
割
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
が
と
っ
て
代
わ
り
つ
つ
あ

る
こ
と
が
実
感
さ
れ
ま
し
た
。

２
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（
３
）
Ｍ
Ｒ
Ｔ
車
内

　

広
州
Ｍ
Ｒ
Ｔ
で
は
駅
も
車
両
も
比
較
的

新
し
く
、
案
内
サ
イ
ン
等
は
と
て
も
わ
か

り
や
す
く
設
計
さ
れ
て
お
り
、
ス
ム
ー
ス

に
乗
り
換
え
で
き
ま
す
。
Ｍ
Ｒ
Ｔ
車
内
で

は
ド
ア
脇
に
広
告
用
サ
イ
ネ
ー
ジ
が
設
置

さ
れ
て
い
た
他
、
ド
ア
ガ
ラ
ス
に
半
透
過

タ
イ
プ
の
メ
ッ
シ
ュ
シ
ー
ト
が
展
開
さ
れ

て
い
た
の
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

（
２
）
Ｍ
Ｒ
Ｔ
駅

　

空
港
か
ら
Ｍ
Ｒ
Ｔ
機
場
南
駅
へ
の
乗
り

換
え
通
路
で
は
大
型
の
高
精
細
Ｌ
Ｅ
Ｄ

ウ
ォ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
た
他
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
を
活
用
し
た
空
間
演
出
が
印
象
的
で
し

た
。
ま
た
乗
り
換
え
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
あ
る

Ｍ
Ｒ
Ｔ
漢
渓
長
隆
駅
で
は
、
大
型
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
ビ
ジ
ョ
ン
が
壁
面
に
複
数
面
設
置
さ
れ
、

編
成
に
よ
っ
て
ジ
ャ
ッ
ク
展
開
と
面
別
の

表
示
が
切
り
替
え
ら
れ
て
お
り
、
交
通
広

告
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
普

及
は
極
め
て
進
ん
で
い
る
印
象
で
す
。

　

以
上
、
限
ら
れ
た
紙
面
で
は
あ
り
ま
す

が
、
広
州
で
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｓ
Ｌ
Ｅ
２
０

１
９
の
レ
ポ
ー
ト
と
広
州
Ｍ
Ｒ
Ｔ
の
駅
や

車
内
で
の
広
告
展
開
の
一
部
を
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
鉄
道
利
用
者
へ

の
リ
ー
チ
に
よ
る
媒
体
価
値
を
意
識
し
た

交
通
広
告
の
展
開
は
国
に
よ
っ
て
多
少
の

違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
ト
レ
ン
ド
等
、
ベ
ー

ス
は
共
通
で
あ
り
、
各
国
の
交
通
広
告
を

比
較
し
て
ウ
ォ
ッ
チ
す
る
こ
と
は
と
て
も

面
白
い
テ
ー
マ
で
あ
る
と
最
近
、
私
は
感

じ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
参
考
に
な
れ

ば
幸
い
で
す
。

LEDビデオウォール

ドア横サイネージ

駅構内のデジタルサイネージ（大型 LEDディスプレイ） LEDを活用した通路の空間演出

メッシュタイプのドアガラスシート
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３
月
22
日
に
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
、

交
通
広
告
共
通
指
標
推
定
シ
ス
テ
ム
で
す

が
、
２
０
１
８
年
度
版
で
は
、
デ
ー
タ
が

一
定
数
蓄
積
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
新
た
に

「
駅
メ
デ
ィ
ア
共
通
指
標
推
定
モ
デ
ル
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
２
０

１
２
年
か
ら
全
て
の
デ
ー
タ
を
指
標
策
定

に
使
用
し
て
い
た
「
車
両
メ
デ
ィ
ア
共
通

指
標
推
定
モ
デ
ル
」
で
す
が
、
直
近
５
年

分
の
デ
ー
タ
の
み
を
使
用
し
更
新
し
て
い

ま
す
。
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
い
た

だ
き
、
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
け
れ

ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

駅
メ
デ
ィ
ア
、
車
両
メ
デ
ィ
ア
と
も
、

引
き
続
き
調
査
を
継
続
、
デ
ー
タ
を
蓄
積

し
て
ま
い
り
ま
す
。

ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
向
上
委
員
会

4/4 1/4

04 01

交通広告共通指標推進プロジェクト 交通広告共通指標推進プロジェクト

「駅メディア共通指標推定モデル」を策定
車両メディアも共通指標推定モデルを更新

〔交通広告の共通指標は車両・駅ともにモデル化を実現しました〕

◆ 2018年9月～10月の期間に、昨年同様の調査を実施しました。
◆ データの蓄積が一定数に達しましたので、2018年度駅ポスターの

共通指標推定モデルを策定いたしました。
◆ 駅メディア調査で得られた駅広告に関する分析事例を紹介いたします。

◆ これまで2012年からデータを蓄積し、全ての年度のデータを
指標策定に使っておりました。
今年度より原則として直近5年分のデータのみを使用して
共通指標推定モデルを更新しております。
データ精度に昨年と大きな違いはありません。

◆ 性年代区分やユニット毎の業種分類は、昨年と同様で変更はありません。

① 駅メディア調査でも
共通指標推定モデルを

策定

② 車両メディア
共通指標推定モデルは

データを更新

　「公益社団法人日本鉄道広告協会」「一般社団法人日本広告業協会」及び「関東交通広告協議会」の3団

体は、交通広告アカウンタビリティ向上を目的に2013年5月『交通広告共通指標推進プロジェクト』を立ち上

げ、交通広告効果の共通指標整備を開始しました。

　以来、1,400素材以上の「車両メディア」の広告効果について調査を実施し、その結果を元に2015年に6パ

ターンの“共通指標推定モデル”を策定、以後毎年精度の向上と細分化を行っております。

　2019年度以降も継続して｢車両メディア｣の共通指標策定調査を行い、精度向上及びデータ更新を進めて

まいります。

　また、「駅メディア」調査につきましては2014年の実験調査に始まり、2016年以降は11社局共同で実施し

てまいりました。これにより、「駅ポスター」の調査素材数が150を超えましたのでモデル化を試みたところ、

一定の結果を得ましたのでその内容をお知らせいたします。

2019年3月22日

交通広告共通指標推進
プロジェクト

公益社団法人日本鉄道広告協会　　アカウンタビリティ向上委員会
一般社団法人日本広告業協会　　メディア委員会　交通広告小委員会
関 東 交 通 広 告 協 議 会

■問い合わせ先■        
公益社団法人日本鉄道広告協会 TEL03-5791-1808　　FAX03-3443-1616　 （西井）  
一般社団法人日本広告業協会 TEL03-5568-0876　　FAX03-5568-0889　 （越前谷（えちぜんや））  
関 東 交 通 広 告 協 議 会 TEL03-3447-4822　　FAX03-3447-1642　 （幹事社：京急アドエンタープライズ・山路、坂巻）
 （このプレスリリースは、国交省記者クラブ、ときわクラブ、その他業界紙にお届けしています。）

～「交通広告共通指標車両メディア調査」より～
2018年度版『共通指標推定モデル』を更新しました

＜直近5年間（2014年度～2018年度）のデータを使っています＞
＜個人全体　男女15～59才＞

カテゴリー カテゴリースコア カテゴリー カテゴリースコア
サイズ シングル 面数 1面

ワイド 2面
掲出期間 2～3日 3面以上

4～5日 掲出期間 1週間
7日 1ヵ月

8日以上 他鉄道出稿 有
他鉄道出稿 有 無

無 TVCM出稿 有
TVCM出稿 有 無

無 業種 消費財系
業種 飲料・嗜好品 ※ 学校・教育

※ 消費財系 官庁・通信・サービス
流通・小売業・商社 不動産・交通・観光･娯楽・放送

観光・娯楽・外食 その他
官庁・教育・サービス
不動産･交通･放送

その他

カテゴリー カテゴリースコア
種別 ステッカー

ツインステッカー
カテゴリー カテゴリースコア 掲出期間 1ヵ月

サイズ シングル 1ヵ月以上
ワイド 他鉄道出稿 有

掲出期間 2～3日 無
4日以上 TVCM出稿 有

他鉄道出稿 有 無
無 業種 医薬・衛生用品

種別 週刊誌 ※ 消費財系
月刊誌・月2回・季刊誌 教育・通信

その他(書籍等) 不動産・交通・観光･娯楽・放送

化粧品・トイレタリー
サービス

出版
その他

カテゴリー カテゴリースコア
サイズ シングル

ワイド
ワイド2面

掲出期間 1週間 カテゴリー カテゴリースコア
2週間 ロール分数 12分未満
1ヵ月 12分以上

1ヵ月以上 掲出期間 1週間
他鉄道出稿 有 1ヵ月

無 TVCM出稿 有
TVCM出稿 有 無

無 業種 化粧品・トイレタリー
業種 飲料・嗜好品 ※ 消費財系

※ 学校・教育 官庁・通信・サービス
官庁・通信・サービス 不動産・交通・観光･娯楽・放送

観光・娯楽・外食 その他
不動産・交通

金融・保険・証券
その他

決定係数

決定係数

決定係数

決定係数

決定係数

決定係数

中づり＜一般＞ 平均値 ％

まど上 平均値 ％

ドア横 平均値 ％

ステッカー 平均値 ％

車内ビジョン 平均値 ％

中づり＜出版＞ 平均値 ％

交通広告の効果を
より明確に

示すことができる
共通指標

2018
年度版

1. 分析広告数
153 素材

（調査広告数 232）

2. 説明変数
「サイズ」「掲出期間」
「他鉄道への出稿」
「TVCM 出稿
（直近 1 ヵ月）」「業種」

※業種
・消費財系：「医薬・衛生

用品」「化粧品・トイレ
タリー」「食品」「ファッ
ション・アクセサリー」

・その他：「家電・AV 機器」
「エネルギー・原材料・
建材」「金融・保険・証券」

1. 分析広告数
67 素材

（調査広告数 73※）

2. 説明変数
「サイズ」「掲出期間」
「他鉄道への出稿」
「種別」

※素材数の関係上、2012
年からの全ての調査素
材を使用しています。

1. 分析広告数
152 素材

（調査広告数 294）

2. 説明変数
「サイズ」「掲出期間」
「他鉄道への出稿」
「TVCM 出稿
（直近 1 ヵ月）」「業種」

※業種
・その他：「家電・AV 機器」
「業務用機器・事務用品」
「エネルギー・原材料・
建材」「医薬・衛生用品」

「食品」「出版」「流通・小
売業・商社」「ファッショ
ン・アクセサリー」

1. 分析広告数
103 素材

（調査広告数 160）

2. 説明変数
「面数」「掲出期間」
「他鉄道への出稿」
「TVCM 出稿
（直近 1 ヵ月）」「業種」

※業種
・消費財系：「医薬・衛生

用品」「化粧品・トイレ
タリー」「食品」「飲料･嗜
好品」

・その他：「家電・AV 機器」
「業務用機器･事務用品」
「出版」「金融・保険・証
券」「流通・小売業・商社」

「通信販売」

1. 分析広告数
143 素材

（調査広告数 192）

2. 説明変数
「種別」「掲出期間」
「他鉄道への出稿」
「TVCM 出稿
（直近 1 ヵ月）」「業種」

※業種
・消費財系：「食品」「飲料

･嗜好品」「ファッショ
ン・アクセサリー」

・その他：「家電・AV 機器」
「金融・保険・証券」「流
通・小売業・商社」「エ
ネルギー・原材料・建材」

「通信販売」

1. 分析広告数
115 素材

（調査広告数 167）

2. 説明変数
「ロール分数」
「掲出期間」
「TVCM 出稿
（直近 1 ヵ月）」「業種」

※業種 
・消費財系：「趣味レジャー・

スポーツ用品」「医薬・衛
生用品」「食品」「飲料･嗜好
品」「ファッション・アク
セサリー」

・その他：「家電・AV 機器」
「自動車・輸送用機器・
用品」「カメラ・時計・精
密機器」「業務用機器･事
務用品」「出版」「金融・保
険・証券」「流通・小売業・
商社」「企業グループ」 
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交通広告共通指標推進プロジェクト 交通広告共通指標推進プロジェクト

「駅メディア共通指標推定モデル」を策定
車両メディアも共通指標推定モデルを更新

〔交通広告の共通指標は車両・駅ともにモデル化を実現しました〕

◆ 2018年9月～10月の期間に、昨年同様の調査を実施しました。
◆ データの蓄積が一定数に達しましたので、2018年度駅ポスターの

共通指標推定モデルを策定いたしました。
◆ 駅メディア調査で得られた駅広告に関する分析事例を紹介いたします。

◆ これまで2012年からデータを蓄積し、全ての年度のデータを
指標策定に使っておりました。
今年度より原則として直近5年分のデータのみを使用して
共通指標推定モデルを更新しております。
データ精度に昨年と大きな違いはありません。

◆ 性年代区分やユニット毎の業種分類は、昨年と同様で変更はありません。

① 駅メディア調査でも
共通指標推定モデルを

策定

② 車両メディア
共通指標推定モデルは

データを更新

　「公益社団法人日本鉄道広告協会」「一般社団法人日本広告業協会」及び「関東交通広告協議会」の3団

体は、交通広告アカウンタビリティ向上を目的に2013年5月『交通広告共通指標推進プロジェクト』を立ち上

げ、交通広告効果の共通指標整備を開始しました。

　以来、1,400素材以上の「車両メディア」の広告効果について調査を実施し、その結果を元に2015年に6パ

ターンの“共通指標推定モデル”を策定、以後毎年精度の向上と細分化を行っております。

　2019年度以降も継続して｢車両メディア｣の共通指標策定調査を行い、精度向上及びデータ更新を進めて

まいります。

　また、「駅メディア」調査につきましては2014年の実験調査に始まり、2016年以降は11社局共同で実施し

てまいりました。これにより、「駅ポスター」の調査素材数が150を超えましたのでモデル化を試みたところ、

一定の結果を得ましたのでその内容をお知らせいたします。

2019年3月22日

交通広告共通指標推進
プロジェクト

公益社団法人日本鉄道広告協会　　アカウンタビリティ向上委員会
一般社団法人日本広告業協会　　メディア委員会　交通広告小委員会
関 東 交 通 広 告 協 議 会

■問い合わせ先■        
公益社団法人日本鉄道広告協会 TEL03-5791-1808　　FAX03-3443-1616　 （西井）  
一般社団法人日本広告業協会 TEL03-5568-0876　　FAX03-5568-0889　 （越前谷（えちぜんや））  
関 東 交 通 広 告 協 議 会 TEL03-3447-4822　　FAX03-3447-1642　 （幹事社：京急アドエンタープライズ・山路、坂巻）
 （このプレスリリースは、国交省記者クラブ、ときわクラブ、その他業界紙にお届けしています。）

～「交通広告共通指標車両メディア調査」より～
2018年度版『共通指標推定モデル』を更新しました

＜直近5年間（2014年度～2018年度）のデータを使っています＞
＜個人全体　男女15～59才＞

カテゴリー カテゴリースコア カテゴリー カテゴリースコア
サイズ シングル 面数 1面

ワイド 2面
掲出期間 2～3日 3面以上

4～5日 掲出期間 1週間
7日 1ヵ月

8日以上 他鉄道出稿 有
他鉄道出稿 有 無

無 TVCM出稿 有
TVCM出稿 有 無

無 業種 消費財系
業種 飲料・嗜好品 ※ 学校・教育

※ 消費財系 官庁・通信・サービス
流通・小売業・商社 不動産・交通・観光･娯楽・放送

観光・娯楽・外食 その他
官庁・教育・サービス
不動産･交通･放送

その他

カテゴリー カテゴリースコア
種別 ステッカー

ツインステッカー
カテゴリー カテゴリースコア 掲出期間 1ヵ月

サイズ シングル 1ヵ月以上
ワイド 他鉄道出稿 有

掲出期間 2～3日 無
4日以上 TVCM出稿 有

他鉄道出稿 有 無
無 業種 医薬・衛生用品

種別 週刊誌 ※ 消費財系
月刊誌・月2回・季刊誌 教育・通信

その他(書籍等) 不動産・交通・観光･娯楽・放送

化粧品・トイレタリー
サービス

出版
その他

カテゴリー カテゴリースコア
サイズ シングル

ワイド
ワイド2面

掲出期間 1週間 カテゴリー カテゴリースコア
2週間 ロール分数 12分未満
1ヵ月 12分以上

1ヵ月以上 掲出期間 1週間
他鉄道出稿 有 1ヵ月

無 TVCM出稿 有
TVCM出稿 有 無

無 業種 化粧品・トイレタリー
業種 飲料・嗜好品 ※ 消費財系

※ 学校・教育 官庁・通信・サービス
官庁・通信・サービス 不動産・交通・観光･娯楽・放送

観光・娯楽・外食 その他
不動産・交通

金融・保険・証券
その他

決定係数

決定係数

決定係数

決定係数

決定係数

決定係数

中づり＜一般＞ 平均値 ％

まど上 平均値 ％

ドア横 平均値 ％

ステッカー 平均値 ％

車内ビジョン 平均値 ％

中づり＜出版＞ 平均値 ％

交通広告の効果を
より明確に

示すことができる
共通指標

2018
年度版

1. 分析広告数
153 素材

（調査広告数 232）

2. 説明変数
「サイズ」「掲出期間」
「他鉄道への出稿」
「TVCM 出稿
（直近 1 ヵ月）」「業種」

※業種
・消費財系：「医薬・衛生

用品」「化粧品・トイレ
タリー」「食品」「ファッ
ション・アクセサリー」

・その他：「家電・AV 機器」
「エネルギー・原材料・
建材」「金融・保険・証券」

1. 分析広告数
67 素材

（調査広告数 73※）

2. 説明変数
「サイズ」「掲出期間」
「他鉄道への出稿」
「種別」

※素材数の関係上、2012
年からの全ての調査素
材を使用しています。

1. 分析広告数
152 素材

（調査広告数 294）

2. 説明変数
「サイズ」「掲出期間」
「他鉄道への出稿」
「TVCM 出稿
（直近 1 ヵ月）」「業種」

※業種
・その他：「家電・AV 機器」
「業務用機器・事務用品」
「エネルギー・原材料・
建材」「医薬・衛生用品」

「食品」「出版」「流通・小
売業・商社」「ファッショ
ン・アクセサリー」

1. 分析広告数
103 素材

（調査広告数 160）

2. 説明変数
「面数」「掲出期間」
「他鉄道への出稿」
「TVCM 出稿
（直近 1 ヵ月）」「業種」

※業種
・消費財系：「医薬・衛生

用品」「化粧品・トイレ
タリー」「食品」「飲料･嗜
好品」

・その他：「家電・AV 機器」
「業務用機器･事務用品」
「出版」「金融・保険・証
券」「流通・小売業・商社」

「通信販売」

1. 分析広告数
143 素材

（調査広告数 192）

2. 説明変数
「種別」「掲出期間」
「他鉄道への出稿」
「TVCM 出稿
（直近 1 ヵ月）」「業種」

※業種
・消費財系：「食品」「飲料

･嗜好品」「ファッショ
ン・アクセサリー」

・その他：「家電・AV 機器」
「金融・保険・証券」「流
通・小売業・商社」「エ
ネルギー・原材料・建材」

「通信販売」

1. 分析広告数
115 素材

（調査広告数 167）

2. 説明変数
「ロール分数」
「掲出期間」
「TVCM 出稿
（直近 1 ヵ月）」「業種」

※業種 
・消費財系：「趣味レジャー・

スポーツ用品」「医薬・衛
生用品」「食品」「飲料･嗜好
品」「ファッション・アク
セサリー」

・その他：「家電・AV 機器」
「自動車・輸送用機器・
用品」「カメラ・時計・精
密機器」「業務用機器･事
務用品」「出版」「金融・保
険・証券」「流通・小売業・
商社」「企業グループ」 

　共通指標推定モデルに、広告出稿条件を当てはめることで、広告到達率を推測することが出来ます。

　例えばTVコマーシャルも放映している(TVCM出稿有り）スーパーマーケット（流通･通販）が、B0×3面のポスター（掲出サイズ）を1箇所（掲

出形態）、2週間掲出（掲出期間）した場合、広告到達率は平均と比較して2.7ポイント高い72.6％程度になるという予測値を求められます。
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調査方法
調査期間

調査協力鉄道会社

調査対象者

調査数
調査広告素材数
調査実施機関

◆調査概要

～「交通広告共通指標駅メディア調査」より～
駅ポスターの『共通指標推定モデル』を策定しました

　駅メディア調査につきましては、対象となる5ユニット（駅ポスター、サインボード、サイネージ、フラッグ、柱巻き）のうち、一定数の調査素材

が蓄積された「駅ポスター」について、数量化Ⅰ類分析を行い、共通指標推定モデルを策定しました。

　この共通指標推定モデルによって駅ポスターの「推定広告到達率」を求めることが出来ます。推定広告到達率と、当該駅スポット通過人数の

推計値から「推定広告到達人数」を割り出せば、実施料金からCPM（千人当たりコスト）を算出することも可能です。

調査結果から得られた分析事例をご紹介します

交通広告共通指標推進プロジェクト

広告到達率 ＝ ×
見た 見たような気がする

調査対象者

駅のポスターや看板広告を見る

新聞

雑誌

本

テレビ放送

ラジオ放送

【計】メール・ネット・SNS・ゲーム等

（メール）

（ネット）

（ゲーム）

（SNS）

音楽

人と話す

飲食店を利用

買物

①駅構内行動 ②駅広告視認状況

③調査当日駅施設利用状況 ④他メディア接触有無×商品興味関心

駅のコンビニ 駅売店 駅の自販機 駅ナカ店舗 駅の飲食店 駅のATM

ポスター･サインボード

壁にあるビジョン広告

柱巻き・柱にある広告

柱にあるビジョン広告

階段・エスカレーター
付近のビジョン広告

階段・エスカレーター
付近の広告

フラッグ広告

よく見る ときどき見る

駅広告を
見ただけ

TVCM
でも見た

電車の中
でも見た

他の駅
でも見た

他のメディア
でも見た※

n=延べ広告到達者（%）
（2014～2018年合算）

N=全体（%）
（2016～2017年合算）

※（ ）は【計】に含まれる項目
※「新聞」「雑誌」「本」は

紙・デジタル機器を問わず

※上記のメディアや「屋外看板」「ネット広告」など12項目のメディアでの同広告接触合計（複数回答含）

※端数処理の関係上、合計値が合わない場合があります

 駅メディア調査  車両メディア調査
  インターネットリサーチ 
 2014～2018年  2012～2018年
  京急電鉄、東京地下鉄、京成電鉄、東武鉄道、西武鉄道、京王電鉄、小田急電鉄、
  東京急行電鉄、東日本旅客鉄道、東京都交通局、相模鉄道（計11社局） 

 1都3県（東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県）  1都3県（東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県）
 在住で、調査当日調査対象駅の指定スポットを通過した人  在住で、調査当日調査指定路線に乗車した人
 １素材あたり100人を調査  1素材あたり300人を調査
 234素材（全ユニット合計）  1,461素材（全ユニット合計）
  ビデオリサーチ 

カテゴリー カテゴリースコア
掲出サイズ B2×1

B1×1
B0×1

B0×2-4未満 ＜掲出サイズ＞ B0×3
B0×4-10

B0×12以上
掲出形態 一箇所 ＜掲出形態＞ 一箇所

複数箇所
掲出期間 1週間

2週間 ＜掲出期間＞ 2週間
2週間以上

TVCM出稿 有 ＜TVCM出稿＞ 有
無

業種 消費財系
※ 流通・通販 ＜業種＞ 流通・通販

不動産・交通
観光・娯楽・放送

官庁・教育・通信・サービス
その他

推定広告到達率

[モデルケース] 平均値

決定係数

駅ポスター 平均値 ％
＜個人全体　男女15～59才＞

1. 分析広告数
113 素材

（調査広告数 159）

2. 説明変数
「掲出サイズ」
「掲出形態」「掲出期間」
「TVCM 出稿
( 直近 1 ヵ月 )」「業種」

※業種
・消費財系：「趣味レジャー

･スポーツ用品」「化粧品・
トイレタリー」「食品」「飲
料･嗜好品」

・その他：「家電・AV 機器」
「出版」「金融・保険・証
券」「エネルギー･原材料
･建材」

◆推定広告到達率とは
広告到達率（※）に影響を与えるユニット属性や業種などの要素（カテゴリー）
を数値化（カテゴリースコア）し、モデル式にあてはめて算出する推定値です。

※広告到達率とは ...
交通広告共通指標策定調査において、調査対象広告を掲出期間内に

「見た」または「見たような気がする」と回答した人の割合です。

アイテム名 カテゴリー名

各カテゴリースコアのバランス

駅利用者は広告をよく見ている

① 駅構内行動では「駅のポスターや看板広告を見る　66.8％」が「スマホ行動
（メール･ネット・SNS・ゲーム等）58.3％」より高い

② 駅で最もよく見られている広告は「ポスター・サインボード」で、8 割以上が「よ
く見る / ときどき見る」と回答

駅構内での消費行動も活発 ③ 調査日当日、駅のコンビニや売店に立ち寄った人は 3 割超

複数メディアに接触することによって
相乗効果が得られる

④ 1 箇所の駅で広告を見ただけの人より、電車や他の駅でも見た人の方が、より
対象商品やサービスへの関心が高まっている

N=全体（%）
（2014～2018年合算）

N=全体（%）
（2018年）

B2×1
B1×1
B0×1
B0×2-4未満
B0×4-10
B0×12以上
一箇所
複数箇所
1週間
2週間
2週間以上
有
無
消費財系
流通・通販
不動産・交通
観光・娯楽・放送
官庁・教育・通信・サービス
その他
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　共通指標推定モデルに、広告出稿条件を当てはめることで、広告到達率を推測することが出来ます。

　例えばTVコマーシャルも放映している(TVCM出稿有り）スーパーマーケット（流通･通販）が、B0×3面のポスター（掲出サイズ）を1箇所（掲

出形態）、2週間掲出（掲出期間）した場合、広告到達率は平均と比較して2.7ポイント高い72.6％程度になるという予測値を求められます。

2/4 3/4

02 03

調査方法
調査期間

調査協力鉄道会社

調査対象者

調査数
調査広告素材数
調査実施機関

◆調査概要

～「交通広告共通指標駅メディア調査」より～
駅ポスターの『共通指標推定モデル』を策定しました

　駅メディア調査につきましては、対象となる5ユニット（駅ポスター、サインボード、サイネージ、フラッグ、柱巻き）のうち、一定数の調査素材

が蓄積された「駅ポスター」について、数量化Ⅰ類分析を行い、共通指標推定モデルを策定しました。

　この共通指標推定モデルによって駅ポスターの「推定広告到達率」を求めることが出来ます。推定広告到達率と、当該駅スポット通過人数の

推計値から「推定広告到達人数」を割り出せば、実施料金からCPM（千人当たりコスト）を算出することも可能です。

調査結果から得られた分析事例をご紹介します

交通広告共通指標推進プロジェクト

広告到達率 ＝ ×
見た 見たような気がする

調査対象者

駅のポスターや看板広告を見る

新聞

雑誌

本

テレビ放送

ラジオ放送

【計】メール・ネット・SNS・ゲーム等

（メール）

（ネット）

（ゲーム）

（SNS）

音楽

人と話す

飲食店を利用

買物

①駅構内行動 ②駅広告視認状況

③調査当日駅施設利用状況 ④他メディア接触有無×商品興味関心

駅のコンビニ 駅売店 駅の自販機 駅ナカ店舗 駅の飲食店 駅のATM

ポスター･サインボード

壁にあるビジョン広告

柱巻き・柱にある広告

柱にあるビジョン広告

階段・エスカレーター
付近のビジョン広告

階段・エスカレーター
付近の広告

フラッグ広告

よく見る ときどき見る

駅広告を
見ただけ

TVCM
でも見た

電車の中
でも見た

他の駅
でも見た

他のメディア
でも見た※

n=延べ広告到達者（%）
（2014～2018年合算）

N=全体（%）
（2016～2017年合算）

※（ ）は【計】に含まれる項目
※「新聞」「雑誌」「本」は

紙・デジタル機器を問わず

※上記のメディアや「屋外看板」「ネット広告」など12項目のメディアでの同広告接触合計（複数回答含）

※端数処理の関係上、合計値が合わない場合があります

 駅メディア調査  車両メディア調査
  インターネットリサーチ 
 2014～2018年  2012～2018年
  京急電鉄、東京地下鉄、京成電鉄、東武鉄道、西武鉄道、京王電鉄、小田急電鉄、
  東京急行電鉄、東日本旅客鉄道、東京都交通局、相模鉄道（計11社局） 

 1都3県（東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県）  1都3県（東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県）
 在住で、調査当日調査対象駅の指定スポットを通過した人  在住で、調査当日調査指定路線に乗車した人
 １素材あたり100人を調査  1素材あたり300人を調査
 234素材（全ユニット合計）  1,461素材（全ユニット合計）
  ビデオリサーチ 

カテゴリー カテゴリースコア
掲出サイズ B2×1

B1×1
B0×1

B0×2-4未満 ＜掲出サイズ＞ B0×3
B0×4-10

B0×12以上
掲出形態 一箇所 ＜掲出形態＞ 一箇所

複数箇所
掲出期間 1週間

2週間 ＜掲出期間＞ 2週間
2週間以上

TVCM出稿 有 ＜TVCM出稿＞ 有
無

業種 消費財系
※ 流通・通販 ＜業種＞ 流通・通販

不動産・交通
観光・娯楽・放送

官庁・教育・通信・サービス
その他

推定広告到達率

[モデルケース] 平均値

決定係数

駅ポスター 平均値 ％
＜個人全体　男女15～59才＞

1. 分析広告数
113 素材

（調査広告数 159）

2. 説明変数
「掲出サイズ」
「掲出形態」「掲出期間」
「TVCM 出稿
( 直近 1 ヵ月 )」「業種」

※業種
・消費財系：「趣味レジャー

･スポーツ用品」「化粧品・
トイレタリー」「食品」「飲
料･嗜好品」

・その他：「家電・AV 機器」
「出版」「金融・保険・証
券」「エネルギー･原材料
･建材」

◆推定広告到達率とは
広告到達率（※）に影響を与えるユニット属性や業種などの要素（カテゴリー）
を数値化（カテゴリースコア）し、モデル式にあてはめて算出する推定値です。

※広告到達率とは ...
交通広告共通指標策定調査において、調査対象広告を掲出期間内に

「見た」または「見たような気がする」と回答した人の割合です。

アイテム名 カテゴリー名

各カテゴリースコアのバランス

駅利用者は広告をよく見ている

① 駅構内行動では「駅のポスターや看板広告を見る　66.8％」が「スマホ行動
（メール･ネット・SNS・ゲーム等）58.3％」より高い

② 駅で最もよく見られている広告は「ポスター・サインボード」で、8 割以上が「よ
く見る / ときどき見る」と回答

駅構内での消費行動も活発 ③ 調査日当日、駅のコンビニや売店に立ち寄った人は 3 割超

複数メディアに接触することによって
相乗効果が得られる

④ 1 箇所の駅で広告を見ただけの人より、電車や他の駅でも見た人の方が、より
対象商品やサービスへの関心が高まっている

N=全体（%）
（2014～2018年合算）

N=全体（%）
（2018年）

B2×1
B1×1
B0×1
B0×2-4未満
B0×4-10
B0×12以上
一箇所
複数箇所
1週間
2週間
2週間以上
有
無
消費財系
流通・通販
不動産・交通
観光・娯楽・放送
官庁・教育・通信・サービス
その他

　共通指標推定モデルに、広告出稿条件を当てはめることで、広告到達率を推測することが出来ます。

　例えばTVコマーシャルも放映している(TVCM出稿有り）スーパーマーケット（流通･通販）が、B0×3面のポスター（掲出サイズ）を1箇所（掲
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「見た」または「見たような気がする」と回答した人の割合です。
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編集後記

●会員社の代表者が
変更になった場合など、
変更届はホームページ

（http://j-jafra.jp）
の「各種届出書類」に
用意してございますので、ご記入
の上、事務局宛にお送り下さい。
ご協力お願いします。

日本列島の南の地方ではそろそろ梅雨入りという
ニュースもありますが、標高 2000m を超える地点の
道路には高さ 6m 雪の壁が立ちはだかります。除雪作
業が大変だと思いますが、それ含め、だれもが写真を
撮ってしまう「スペクタクル」な景観です。皆さまの心
に残る景観を教えてください。

●メールと写真、ご意見、ご感想はこちらへどうぞ。
　 information@j-jafra.jp
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ド
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
す
る
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

室
と
、
広
告
・
宣
伝
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ

関
連
、Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
主
に
担
当
す
る
ソ
ー
シ
ャ

ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
室
に
分
か
れ
て

活
動
。
活
動
を
通
じ
て
お
客
さ
ま
の
保
険

に
対
す
る
推
奨
意
向
を
上
げ
る
こ
と
を
目

標
に
し
て
お
り
、
こ
の
６
年
で
推
奨
意
向

は
６
ポ
イ
ン
ト
も
上
が
っ
た
。

　

ま
た
、
お
客
様
、
イ
ン
ナ
ー
も
含
め
重

要
な
戦
略
が
Ｃ
Ｓ
Ｖ
（
共
有
価
値
を
創
造
）

で
、
そ
の
中
心
に
な
る
の
が
健
康
増
進
型

保
険「V

itality

」と
い
う
商
品
に
な
る
。
１
．

お
客
様
へ
のV

itality

の
提
供
、
２
．社
会

全
体
へ
の
健
康
増
進
の
働
き
か
け
、
３
．職

員
と
そ
の
家
族
が
健
康
に
な
る
「
健
康
経

営
」
の
推
進
と
い
う
３
点
を
通
じ
て
理
念

を
共
有
し
て
い
く
。

　

具
体
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

１
９
８
０
年
か
ら
始
め
た
「
ま
あ
る
い
い

の
ち
」
シ
リ
ー
ズ
の
成
功
体
験
か
ら
抜
け

出
る
こ
と
が
出
来
ず
、
２
０
１
１
年
に

「H
ello Future

」
シ
リ
ー
ズ
を
展
開
し
た

が
浸
透
せ
ず
成
功
で
き
な
か
っ
た
。

　

そ
の
結
果
を
受
け
て
、
外
部
制
作
陣

と
連
携
し
、
企
業
広
告
「dear m

y　

fam
ily

」
の
Ｃ
Ｍ
を
作
成
。
保
険
会
社
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
い
ま
ま
で
タ

ブ
ー
と
さ
れ
た
「
死
」
に
正
面
か
ら
向
き

合
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
。
評

価
さ
れ
広
告
賞
を
獲
得
。

　

商
品
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
。

「1up

（
ワ
ン
ナ
ッ
プ
）」
を
商
品
名
の
告
知

に
絞
っ
た
形
で
統
合
型
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
展
開
。
効
果
検
証
を
お
客
様
、イ
ン
ナ
ー

に
掛
け
た
と
こ
ろ
、
ブ
ラ
ン
ド
認
知
度
が

あ
が
り
、販
売
に
貢
献
し
た
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
健
康
増
進
型
保
険
「V

itality

」
に
つ

い
て
も
統
合
型
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
。

広
告
だ
け
で
な
く
イ
ベ
ン
ト
も
絡
め
て
商

品
の
認
知
度
ア
ッ
プ
に
努
め
た
。

　

失
敗
か
ら
学
ん
だ
教
訓
は
、「
ど
ん
な
に

優
秀
な
ク
リ
エ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
も
、
広

告
主
側
の
理
念
と
考
え
方
が
は
っ
き
り
し

て
い
な
い
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
結

果
が
出
な
い
と
い
う
こ
と
。
一
方
的
に
オ

リ
エ
ン
し
て
外
部
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、

広
告
主
と
制
作
側
が
一
体
と
な
っ
て
議
論

し
な
が
ら
構
築
し
て
い
か
な
い
と
成
功
し

な
い
と
い
う
こ
と
を
学
ん
だ
。
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